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1. 2021年3月期第3四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 34,754 △9.0 256 △62.8 326 △59.9 223 △65.0

2020年3月期第3四半期 38,189 △0.6 690 △24.5 814 △21.5 639 △37.9

（注）包括利益 2021年3月期第3四半期　　494百万円 （△25.9％） 2020年3月期第3四半期　　668百万円 （△22.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第3四半期 7.74 ―

2020年3月期第3四半期 22.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期第3四半期 39,718 23,387 58.1 798.80

2020年3月期 40,856 23,037 55.6 786.66

（参考）自己資本 2021年3月期第3四半期 23,074百万円 2020年3月期 22,724百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00

2021年3月期 ― 4.00 ―

2021年3月期（予想） 4.00 8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,100 △5.1 600 △43.4 700 △42.5 440 △51.4 15.23

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期3Q 28,965,449 株 2020年3月期 28,965,449 株

② 期末自己株式数 2021年3月期3Q 78,885 株 2020年3月期 78,258 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期3Q 28,887,041 株 2020年3月期3Q 28,887,328 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報を基礎とした判断及び仮定に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間のわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症拡大（以下「コロナ禍」という。）の

影響を受け、低調に推移しました。政府は、感染拡大の防止と経済活動の両立を図ってきましたが、雇用・所得

環境の悪化を反映して個人消費は低迷し、内外経済の先行き不透明感から設備投資も減少しています。今後の景

気動向については、緩やかに持ち直してきていた国内景気が、緊急事態宣言が再び発出されたことを受け、悪化

する懸念があります。

陸運業界は、ライフスタイルの変化に伴いＥコマース取引が伸長していた中、コロナ禍による巣ごもり消費が急

増した結果、宅配便は好調に推移しています。しかしながら、コロナを受けて経済活動が制限されるなどの影響

を受けて国内の輸送数量は大きく減少しています。物流業界の構造的課題であるトラック乗務員や作業員の不足

については、働き方改革への取り組みを通じて解決を図るべき喫緊の経営課題です。

このような経営状況下、当社グループは、2020年度から2022年度を対象とした第３次中期経営計画をスタートさ

せました。コロナ禍の収束時期が不透明な中、環境変化に適切に対応し、長期的かつ持続的な企業価値の向上に

向けて、アクションプランの実現を図ります。

これらの結果、コロナ禍の影響による輸送数量の減少などにより当第３四半期連結累計期間の営業収益は、前年

同期比9.0％減の347億54百万円となりました。経常利益は、営業収益の大幅な減少に伴い前年同期比４億88百万

円減の３億26百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比４億16百万円減の

２億23百万円となりました。

セグメント別の業績概況は次の通りです。

なお、第１四半期連結会計期間より、会社組織変更に伴い「国際貨物」セグメントを国内と海外に分離し、国内

は「貨物輸送」セグメントに、海外は「その他の事業」に統合、「潤滑油・化成品」セグメントは「石油輸送」

と統合し「エネルギー輸送」に名称変更、また「石油輸送」の一部事業を「その他の事業」に統合いたしました

が、第２四半期連結会計期間より「その他の事業」に含めておりました「海外物流事業」「テクノサポート」に

ついては量的な重要性が増したため報告セグメントとして記載しております。

以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較し

ております。

《貨物輸送》

当部門においては、価格改定の取り組み、既存顧客との取引深耕、新規顧客の獲得及び国際貨物を含めた各取引

の拡充を図るなどに取り組んでいます。コロナ禍の影響を受けた巣ごもり消費の増加により通販需要などが増加

した結果、食品関連貨物が増収となりました。また、自動車関連貨物であるアルミ、銅製品及びタイヤ補強用鋼

線等については、下期以降持ち直しているものの部門全体では減収減益となるなど、依然として事業環境は厳し

い状況になっています。

これらの結果、営業収益は、前年同期比11.1％減の205億49百万円となり、経常利益は、前年同期比２億83百万

円減の４億13百万円となりました。

《エネルギー輸送》

石油部門においては、コロナ禍の影響により、輸送数量が前年同期比9.0％減少となった結果、減収減益となり

ました。潤滑油・化成品部門も、コロナ禍の影響を大きく受け主要顧客の輸送数量が前年同期比12.3％減少とな

り減収減益となりました。

これらの結果、営業収益は前年同期比6.9％減の113億円99百万円、経常損益は前年同期比２億80百万円減の１億

23百万円の経常損失となりました。

《海外物流》

海外物流事業においては、コロナ禍による巣ごもり消費の増加などにより、「コンテナ不足」が世界的に起きま

した。また、取引先の生産調整による遅延やキャンセルなどにより、輸出入取引は引き続き低調に推移しまし

た。一方、中国の自動車・半導体需要の回復と、それに伴う保管数量の増加や輸送の効率化などの継続的な取り

組みに伴い、天津、上海及び常州の各拠点は、前年同期比増収増益で推移しました。

これらの結果、営業収益は前年同期比4.8%増の12億４百万円、経常利益は９百万円増の８百万円となりました。
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セ グ メ ン ト 営業収益 前年同期比 経常利益 前年同期増減額

貨　物　輸　送 20,549百万円 88.9％ 413百万円 △283百万円

エネルギー輸送 11,399 93.1 △123 △280

海　外　物　流 1,204 104.8 8 9

テクノサポート 1,570 95.5 39 △18

そ　　の　　他 29 95.6 △11 84

合　　　　　計 34,754 91.0 326 △488

《テクノサポート》

テクノサポート管理本部の受託業務部門においては、油槽所関連が堅調に推移しました。しかしながら、製油所

関連の定期修繕工事が、前年度の実績を下回ったことから、減収減益となりました。

これらの結果、営業収益は前年同期比4.5％減の15億70百万円、経常利益は前年同期比18百万円減の39百万円と

なりました。

当期のセグメント別の営業収益及び経常利益は次のとおりです。

（注）１．その他の事業は、損害保険代理業及び事務代行業等であります。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

（２）財政状態に関する説明

《資産》

当第３四半期連結会計期間末における総資産は397億18百万円となり、前期末に比べ11億37百万円減少しまし

た。この主な要因は、現金及び預金の減少12億54百万円、有形固定資産の減少１億25百万円、保有株式の評価によ

る投資有価証券の増加３億17百万円及び繰延税金資産の減少１億82百万円等によるものであります。

《負債》

当第３四半期連結会計期間末における負債は163億30百万円となり、前期末に比べ14億88百万円減少しました。

この主な要因は、季節差による営業未払金の減少２億23百万円、設備未払金の減少に伴う未払金の減少３億30百万

円及び借入金返済に伴う借入金の減少８億60百万円等によるものであります。

《純資産》

当第３四半期連結会計期間末における純資産は233億87百万円となり、前期末に比べ３億50百万円増加しまし

た。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を２億23百万円計上したことによる増加、配当金の支

払による減少２億31百万円、子会社１社を連結に含めたことによる利益剰余金の増加87百万円及び有価証券評価

差額金の増加２億25百万円等によるものであります。この結果、自己資本比率は前期末の55.6％から58.1％とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績については、現時点では2020年８月５日に公表いたしました業績予想とは変更ありません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,329 2,075

受取手形及び営業未収入金 6,884 6,709

商品及び製品 2 1

原材料及び貯蔵品 44 52

その他 945 1,096

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 11,204 9,934

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,251 4,926

土地 16,908 16,908

その他（純額） 3,750 3,950

有形固定資産合計 25,910 25,784

無形固定資産

ソフトウエア 83 684

ソフトウエア仮勘定 912 403

その他 88 88

無形固定資産合計 1,084 1,176

投資その他の資産

投資有価証券 1,692 2,009

その他 1,092 939

貸倒引当金 △128 △126

投資その他の資産合計 2,655 2,822

固定資産合計 29,651 29,783

資産合計 40,856 39,718

負債の部

流動負債

営業未払金 3,521 3,297

短期借入金 3,562 2,751

未払法人税等 281 3

賞与引当金 643 356

その他 2,537 2,627

流動負債合計 10,545 9,037

固定負債

長期借入金 2,664 2,614

再評価に係る繰延税金負債 1,937 1,937

退職給付に係る負債 2,320 2,394

役員退職慰労引当金 40 51

その他 311 295

固定負債合計 7,273 7,293

負債合計 17,819 16,330

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,559 3,559

資本剰余金 3,077 3,077

利益剰余金 13,165 13,244

自己株式 △21 △22

株主資本合計 19,779 19,859

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 354 580

土地再評価差額金 2,811 2,811

為替換算調整勘定 △117 △94

退職給付に係る調整累計額 △104 △82

その他の包括利益累計額合計 2,944 3,214

非支配株主持分 312 313

純資産合計 23,037 23,387

負債純資産合計 40,856 39,718
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

営業収益 38,189 34,754

営業原価 35,182 32,351

営業総利益 3,006 2,402

販売費及び一般管理費 2,316 2,146

営業利益 690 256

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 76 67

その他 74 35

営業外収益合計 155 106

営業外費用

支払利息 20 23

その他 10 13

営業外費用合計 30 36

経常利益 814 326

特別利益

固定資産売却益 61 39

投資有価証券売却益 46 4

負ののれん発生益 7 －

受取解決金 84 －

雇用調整助成金 － 58

その他 1 2

特別利益合計 200 105

特別損失

固定資産除売却損 22 2

新型コロナウイルス感染症関連損失 － 48

その他 0 6

特別損失合計 22 57

税金等調整前四半期純利益 992 375

法人税、住民税及び事業税 250 55

法人税等調整額 100 96

法人税等合計 350 152

四半期純利益 642 222

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 639 223

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

四半期純利益 642 222

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36 225

為替換算調整勘定 △32 25

退職給付に係る調整額 21 21

その他の包括利益合計 25 272

四半期包括利益 668 494

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 668 494

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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